
一
世
培
、
第
一
一
平
閣
に
連
載
の
f
市
長
の
ベ
ジ
凪
y
で
加
藤
市
長
は

今
月
、
目
下
計
留
が
滋
γ
ん
で
い
る
新
し
い
「
駅
ピ
ル
」
に
つ
い
て

ふ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
塚
白
樺
粟
・
経
府
間
・
交
通
由
拠
点
で
あ
る

平
家
釈
が
、
面
目
を
一
新
し
て
市
民
り
の
た
営
ん
に
お
め
み
え
す

る
た
め
の
諸
澄
備
か
と
と
の
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お

い
お
い
く
わ
し
い
己
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
今
月
等
で
は
こ

白
う
主
駅
ど
ん
に
開
閉
す
る
母
国
分
を
、
と
く
に
ζ
白
山
田
に
掲
載
し
ま

し
た
。

新
駅
記
ル
内
の
療
機
話
機
八
千
平
方
針
、
士
小
窓

ま
ざ
ま
の
底
舗
が
開
事
レ
、
議
動
噴
出
使
援
の
た
時

出
「
樹
投
所
コ
ー
ナ
ー
」
も
鞍
け
ら
れ
、
住
民
畿
な

ど
の
と
め
υ
つ
菅
平
、
士
市
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
へ
の
観

光
察
内
な
ど
も
行
な
わ
れ
る
。
北
口
と
品
開
口
由
連

絡
も
高
麗
の
品
認
な
く
立
ム
j
ズ
と
な
り
、
東
海
道

線
告
は
さ
九
で
の
階
北
町
帯
住
町
も
こ
れ
か
ら
は
ぐ
ん

と
密
接
な
も
の
と
な
る
。
将
来
、
横
浜
庁
ら
の
私
鉄

塑
り

λ
れ
が
翼
現
す
る
と
寂
ピ
品
目
採
た
す
投
屈
は

法
す
法
す
栄
誉
〈
な
品
.



震
は
語
耳
露
。
臼
に
ふ
き
わ
一
マ
お
年
以
ム
鎌
喜
一
民
釘
〉
臼
門
襲
翼
功
労
者
〕
富
田
脅
威
民
自
仲
念
、
マ
山
間
申
山
富
秘
書

v

く
、
館
、
青
少
年
の
損
い
と
し
て
、
一
産
車
体
〈
揖
V

ほ
か
拍
人
一
(
伺
〉
上
義
一
一
一
六
i
民
は
大
正
十
一
芸
壁
一
昆
(
葉
通
立
霊
会

一
圏
平
塚
市
青
少
年
健
全
嘉
式
会
一
マ
初
年
以
ム
喜
一
一
重
寂
)
プ
一
一
空
宇
露
益
事
立
と
同
時
に
理
一
系
暴
露
(
花
童
書
、
ア

奉
行
、
席
上
、
青
少
年
健
全
膏
成
功
一
ラ
ス

2
8ほ
か
百
一
一
一
十
九
人
一
事
壁
、
乳
牛
の
改
良
量
揮
に
と
一
高
久
二
郎
(
議
論
窓
会
一
臨
時
金
の
結
呆

詰
清
河
川
川
賞
喜
一
マ
げ
円
以
内
ロ
持
誌
が
一
良
時
牒
鞍
十
時
碍
一
九
時
時
叫
明
日
韓
れ
輿
金
て
一
月
二
十
七
日
、
霊
童

語
、
己
の
授
、
富
セ
Y
3
!輝
一
吉
八
人
一
ど
一
貫
し
て
霊
穫
量
尽
力
主
一
平
塚
事
(
主
)
・
同
事
は
市
一
命
名
、
譲
歩
プ
場
機
械
語

iE喜

多

玄

関

ん

一

喜

子

の

ま

一

る

一

j
一
一
十
七
軍
事
重
一
円
大
雪
濃
度
の

3
5一

工
事
お
よ
び
菱
重
工
事
の
請
負

句
、
事
会
長
官
言
少
年
一
マ
草
以
上
暴
力
量

(2一
審
と
同
時
最
高
置
と
な
一
め
、
蓄
基
ハ
思
わ
た
っ
て
主
義
の
締
結
、
問
題
喜

2

5
2に

つ
い
て
、
皇
室
(
輯
〉
喜
善
〈

g
玄
室
長
重
民
協
会
理
事
良
一
織
し
て
主
自
動
車
禁
ガ
ス
白
襲
一
市
一
般
会
計
霊
予
算
に
つ
い
て
審
議

一

一

一

一

一

可

決

し

た

9

守
指
導
者
代
表
、
青
少
年
の
立
場
か
一
梅
屋
一
第
一
酷
漫
協
理
事
、
平
黛
市
農
業
委
員
一
調
整
・
測
定
K
対
し
て
専
門
織
者
の
派
一

J

一
天
の
代
表
と
高
か
ら
助
役
・
教
一
マ
建
一
宝
原
喜
子
負
(
奪
互
選
任
す
る
な
ど
、
幸
一
踏
に
わ
た
っ
て
一
遣
な
ど
積
極
的
な
講
協
力
毒
た
一
マ
工
事
事
詩
自
室

a

⑦
仮
称
八

喜
重
し
て
熱
心
な
ヂ
イ
ス
カ
グ
一
山
製
作
夜
、
佐
々
木
智
撃
民
主
活
感
お
れ
て
い
る
@
一
も
一
審
重
量
差
金
額
七
手
八
百
一
一

吉
誇
な
わ
れ
豪
雪
一
塁
一
塁
、
雲
ミ
チ
ヱ
品
工
宅
同
時
に
後
著
書
記
あ
た
一
同
十
日
前
町
村
諒
一
切
れ
同
一
+
号
室
章
お
月
内

k
d

さ
し
た
、
妻
警
は
苦
と
お
一

Y
5
5
2
m章

一
室
ど
京
市
酪
農
耕
管
己
主
つ
長
田
一
答
申
防
止
き
と
実
:
3
2
H
一

室

議

会

委

下

妻

子

申

勤

襲

撃

霊

一

時

立

時

e
一

諸

問

と

こ

一

引

白

遺

書

一

同

町

長

野
r
H紘
一

一

一

一

龍

一

語

口

v
撃

の

ま

一

7

5

年

以

上

皇

室

尚

喜

一

塁

室

長

喜

一

で

雪

。

一

ジ

ア

震

設

備

工

事

八

千

善

一

一

一

十

一

挙

ほ

か

引

人

一

(

大

門

会

、

マ

中

戸

川

叫

持

議

琵

中

耕

一

一

V

初

年

以

上

墨

霊

堂

(

訂

)

一

泊

.

一

方

向

(

翼

パ

ル

プ

ヤ

案

東

京

営

業

i
i
J
i
-
-
l
i
l
i
-
-
j
i
l
-
-

一

8
4八
千
二
百
七
十
万
円
(
議

v壁
一
以
上
鈴
木
霊
(
印
〉
米
善

i
?し
鵠

靖

司

令

母

フ

霊

時

n
7
f

一
霊
長
京
支
社
)
、
問
要
説
得
工

警

議

)

一

吋

/

本

望

者

詔

一

量

惑

を

一

書

受

一

言

五

平

高

〈

;

竃

v壁
一
以
上
安
松
昇
民
(
横
浜
ゴ
一

1
a
'
;

一
念
、
②
会
議
下
室
謀
議
霊
エ

円

五

日

説

話

吋

官

官

十

一

時

龍

一

嘩

講

生

時

職

H
V誤
審

す

る

難

審

一

昨

日

立

川

町

内

諮

問

問

沢
民
且
弘
空
襲
ゴ
ム
)
、
喜
一
問
題
主
著
芸
春
一
語
望
書
霊
長
髪
一
岩
崎
ノ

2
2
2
1
)一

造
工
事
巻
善
入
に
つ
き
必

次
民
(
間
)
、
富
竹
重
〈
同
)
一
聖
書
望
す
暴
言
、
入
札
章
一
員
・
入
野
)
マ
醐
費
苧
関
口
喜
一
松
上
書
(
平
塚
青
雲
議
所
章
一
議
入
蓄
を
締
結
し
た
も
の
。
一
一
一
千

高
橋
治
言
自
重
品
)
、
梅
林
一
貴
君
事
の
護
者
遺
れ
ず
に
し
百
〈
商
工
会
議
所
副
会
両
・
紅
谷
町
)
一
長
一
)
谷
長
室
(
東
海
大
事
、
一
一
一
言
方
向
(
鶴
見
コ
ジ
す
ー
さ

翼
民
(
同
)
、
喜
一
一
一
郎
民
(
間
二
で
く
だ
さ
い
。
一
マ
霊
園
山
田
忠
堂
、
富
竺
民
一
墨
書
、
戸
聖
堂
、
豪
語
一
マ
一
般
会
計
書
・
喜
高
(
市
議

甘
粕
健
一
民
(
要
ゴ
ム
)
、
古
川
一
入
札
重
喜
童
書
、
現
在
す
一
震
雲
、
議
宰
壁
、
宮
川
啓
介
一
民
(
以
上
量
二
浸
透
露
骨
室
金
事
・
蓄
は
平
塚
ス
テ
ー
ジ
ョ
シ

一
ニ
男
民
〈
盟
控
室
)
一
で
に
貯
最
り
引
き
が
あ
暴
君
、
一
員
、
山
崎
豊
円
以
上
語
、
福
沢
一
霊
長
)
、
問
問
題
言
(
民
地
方
議
一
志
(
移
籍
す
る
出
資
金

V
準
以
上
犬
山
室
@
量
一
新
た
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
も
毎
年
一
雲
氏
(
市
教
背
番
号
、
小
清
水
恒
一
彦
富
措
重
量
南
地
区
一

産
〈
揖
)
ほ
か
究
室
長
。
己
の
資
格
事
を
し
一
民
〈
夏
季
、
竹
内

1
2
1所
長
〉
、
五
防
護
民
同
一
消
防
金
臼
出
張

;
z冨

i霊
童

E
5
5童
書

2
3
5
5
2言

2
5
5
E
M
5
2
5霊園
2
2
5
3
5
5
5
2
2
5皇
室

5
5
5
5
$
2
5
5
5

訴

訟

日

叩

き

が

で

き

一

員

駒

山

間

医

長

一

軒

噌

g
i一所
に

教

急

車

/

窃

問

題

滋

・

物

品

、

印

刷

、

建

一

重

傘

議

事

協

議

奇

襲

)

一

市

消

防

護

で

は

、

激

増

す

る

豪

華
史
詮
霊
、
市
と
取
り
ま
一

I
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i

一
事
故
に
対
処
し
、
市
西
誌
の
救
急
部

日

目

立

明

日

時

諮

問

問

一

税

務

一

議

開

切

と

欝

覧

の

誠

一

日

開

較

的

手

戸

品

目

軒

町

時

間

吋

謀

長

一

扱

い

が

変

わ

れ

ソ

ま

し

た

一

日

rm軒
目

時

一

一

亘

書
長
い
た
い
業
君
、
工
事
検
査
一
協
和
凶
十
七
竺
月
か
ら
、
霊
関
一
と
が
ザ
説
明
で
き
墨
書
証
明
書
や
保
険
一
書
出
張
第
四
救
急
分
隊
の
受
け
持

箆
(
市
庁
舎
一
一
一
轡
へ
。
一
宮
語
議
覧
白
取
り
扱
い
が
か
わ
一
震
な
ど
。
②
特
定
資
格
差
、
そ
の
賢
一
ち
一
区
域
は
、
書
・
土
浮
岡
崎
・
金

語
、
工
事
震
由
譜
襲
は
市
役
一
る
。
ど
注
意
号
、
一
警
富
す
さ
と
が
で
き
る
嘉
一
国
γ

城
島
署
地
区
で
雪
e

所
長
玄
頭
書
け
(
市
山
田
相
談
室
)
一
と
れ
は
、
税
務
員
ず
る
語
ム
一
言
場
合
重
任
状
請
求
す
る
ζ

とが一

で
配
布
す
る
。
一
摺
露
臨
時
か
個
人
の
蓄
に
震
喜
一
で
書
盆
審
議
)
と
申
書
の
印
鑑
一
土
沢

2
分

間

に

覇
語
審
議
用
紙
記
布
・
昭
和
感
ム
ヤ
七

ζ
令
菜
、
暴
力
言
つ
も
り
が
一
が
必
要
と
な
る
a

一

竺
月
十
八
日
5
一
一
月
一
一
千
九
日
。
玄
い
た
語
、
そ
患
の
設
い
喜
重
克
一
塁
人
白
書
は
、
代
表
権
の
な
い
人
一
最
新
鋭
描
訪
率

勝
目
時
吐
き

J
H
E一
一
平
一
百
九
日
日
ー
も
あ
っ
て
乏
が
請
求
す
る
と
き
は
委
設
と
事
者
一
喜
本
部
で
は
、
実
地
震
一
一
一

一
一
白
印
鑑
が
必
要
と
な
る
。
一
個
分
団
を
統
合
し
て
第
十
じ
、
+
八
分

市
総
合
開
発
計
一
喜
朗
裂
の
交
付
!
霊
長
撲
が
ヱ
高
富
係
の
お
も
な
露
空
襲
で
一
回
の
二
世
分
宿
三
、
そ
れ
ぞ
れ
最
新

一
君
主
は
①
車
人
か
、
主
は
富
一
室
議
な
ど
の
寝
舗
は
①
説
明
一
鋭
の
治
紡
ポ
ン
プ
自
動
車
を
一
塁
し

画
委
員
き
ま
る
一
の
親
族
。
⑦
特
定
資
格
逗
(
己
れ
は
と
〈
繁
一
品
、
課
税
語
、
所
得
語
一
た
。

童
市
総
合
関
委
凶
器
雲
喜
一
人
か
主
任
を
つ
け
た
人
、
法
定
空
襲
語
、
話
語
、
土
地
・
喜
一
菜
、
人
選
定
消
防
署
の
量

一
子
四
人
が
決
ま
っ
た
。
ζ
れ
は
、
前
一
人
、
緊
護
人
、
法
令
な
ど
の
規
定
一
課
税
苔
騒
然
何
事
喜
朗
な
ど
)
一
所
奇
襲
し
た
。

重
量
ま
ま
な
い
重
し
一
に
も
と
つ
君
請
求
す
る
人
)
一
⑦
要
望
資
援
審
議
、
土
地
一
高
島
-
害
分
団
長
-

た
も
の
で
任
期
は
需
要
谷
八
月
予
襲
警
察
付
・
襲
に
挙
な
も
一
台
様
、
家
屋
台
様
、
富
喜
一
上
吉
沢
)
②
索
活
詰
(
喜

一
平
一
一
息
ら
一
年
問
。
一

φ
三

①

軍

人

か

間

患

の

親

族

で

あ

る

乙

一

v輩
所
・
築
地
区
議

つ

る

第
十
一
一
間
半
援
市
産
禁
ま
つ
り
白
ζ
と
し
罰
終
の
山
ど
白
各
分
躯
白
功
労
者
み
時
一
葉
ハ
ム
響
防
止
俊
民
工
場

行
事
で
あ
る
人
勤
労
棒
謁
四
つ
ど
い
V
は
、
十
一
月
…
や
表
彰
し
た
。
午
後
の
第
二
部
で
は
、
勤
労
感
謝
と

二
十
三
日
ヰ
前
十
時
か
ら
市
民
セ
ン
タ
i
に
開
催
さ
働
〈
青
少
年
白
集
い
と
し
て
、

A
青
少
年
一
健
全
育
航

れ
、
第
一
部
町
一
葉
茨
彰
式
典
で
一
重
永
年
勤
続
従

4

穴
ム
同
〉
〈
盟
国
露
〉
が
開
催
さ
れ
た
。

業
員
額
百
二
十
二
人
吾
、
さ
ん
、
穆
出
品
、
護
持
出
な

午
前
士
時
か
ら
は
じ
ま
っ
た
第
一
部
M

員
(
四
百
二
十
二

δ
の
表
彰
に
は
り

明
白
樺
築
関
係
表
彰
式
典
は
、
平
塚
商
ヱ
一
ま
り
、
農
業
g

感情

い
吋
罰
金
議
所
加
名
事
業
所
の
永
年
襲
従
業
一
々
に
表
彰
ぎ
れ
た
@

誕
の

与
年同
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捕時時

差

S

E

刊

日

開

制

h
ト

醐

時

叶

叶

ト
け
幅
拡
q
J

市
白
日
時
時

回
目
別
協
蝿
判
開
珂
ト
日
目
叶

曜

池

日

制

肱

3
り
i

j

1

2

哨

混

随

時

μ

誤
認
団
体
盟
主
主
脚
ト

噂

第

人

市

毎

商

ι

一
日
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詰
ド
さ
れ

そ

の

な

か

げ

ル

あ

っ

て

、

納

税

評

脊

組

る

(

一

一

者

一

彰

規

程

陀

よ

る

)

台
関
係
は
九
九
・
七
骨
以
上
の
顎
繍
納
税
同
貯
潜
同
告
と
は
だ
れ
で
む
組
合
員
に
な
れ
る
。

0
0
鳥
羽
、
間
足
国
間
援
税
、
都
市
計
両
税
①
削
現
携
帯
日
預
金
は
呼
A
預
金
よ
り

を
鐙
時
し
、
平
塚
市
の
日
午
納
税
体
鞄
ム
寄
せ
な
ん
と
か
し
て
楽
に
納
め
高
一
社
と
い
弓
法
人
で
む
市
視
の
納
税
軒
自
動
車
税
、
間
同
紙
、
何
軒
、
国
民
利
子
が
高
く
有
釘
で
あ
U
O

制
む
療
動
力
に
な
っ
て
い
る
・
た
い
と
は
、
だ
れ
も
が
謹
ん
で
い
る
玄
事
が
あ
れ
ば
相
合
員
と
し
て
加
ス
釘
殿
保
険
税
、
消
拍
半
数
料
、
愚
民
①
納
税
か
確
実
で
、
ヰ
ヤ
散
が
省
け
る

収
納
警
は
、
己
れ
は
納
税
貯
蓄
と
と
だ
a

涯

に

大

書

記

棋

を

献

で

重

野

年

金

な

ど

い

ず

れ

も

敢

義

主

。

〈

わ

し

い

ζ
と
は
、
市
義
護

組
合
矛
重
み
さ
え
の
努
力
む
た
め
る
ζ
と
は
苦
し
い
が
、
と
れ
嘉
み
な
さ
ん
の
語
、
町
内
主
勤
そ
し
て
、
審
議
花
組
合
員
銀
融
調
襲
爵
儲
へ
ど
一
主
て
(
霊

ま
も
の
だ
と
し
て
感
謝
し
て
い
る
。
割
し
て
約
め
れ
ば
比
較
的
揺
に
納
品
め
先
と
か
一
定
の
地
棋
と
一
か
開
業
者
々
の
預
金
通
横
を
つ
く
り
、
組
合
本

Z
H匂
内
鶴
二
七
一
口

特選・ i高橋室言、君主主記

の
UVを
実
演
し
た
い
も
の
だ
と
思
い

続
け
~
ま
し
た
。

さ
い
わ
い
、
玉
川
九
時
干
の
通
区
教

育
部
救
紙
同
地
程
は
入
り
、
「
教
師
に

な

A
L
E
と
い
λ
浜
涯
を
腕
に
諸

め
、
学
校
か
ら

0
7キ
ス
ト
の
学
習

と
レ
ポ
!
ト
作
泌
が
揺
日
白
白
諜
の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
a

た
と
き
が
、
た
び
た
び
一
あ
り
ま
レ

戸
『
。ァ

そ
し
て
、
つ
い
に
レ
ポ
ー
ト
が
で

き
た
と
き
り
う
れ
し
さ
は
、
な
ん
と

も
一
品
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
醤

び
に
痕
っ
て
い
ら
れ
る
め
も
、
そ
由

と
き
だ
け
で
す
。
間
百
か
ら
、
ま
た

単
調
な
勉
強
が
鰻
立
返
さ
れ
る
の
か

市
教
委
体
育
課
で
は
、
一
月
一
一
一
し
い
。

+
日
(
白
)
、
湖
南
嘩
岸
公
園
調
な
布
、
「
第
二
関
少
年
マ
ヌ
ジ

辺
で
第
一
面
月
例
少
年
一
三
号
一
ノ
ン
ン
大
会
は
+
二
月
二
月
に
出

大
金
壱
開
催
す
る
。
崎
潤
し
た
も
の
で
、
小
学
生
9
凡打∞

競
技
は
第
一
部
が
小
学
庄
中
耳
、
秒
、
中
学
生
で
は
社
分
∞
秒
以
内

豊富申込.12月24S~支でに体予琴線

へ (31)3060 

霊童コース・市内一頭駅伝と関口

磁場込@参加時棄し込みは12Jl248 (金〉

まで

醤コース・ 5区間3].1融

餌 112富市役所一神間余箆鰭

欝宮区

輔 串 箆

護持濁

主催/平壌市教育

護軍響/淳書摂理霊上競技量話会

4
Z
開
月
初
貝
瀬
一
南
海
一
一
庁
公
開
醐
で

六
年
佐
が
出
場
グ
る
小
説
住
白
部
白
つ
叫
日
叫
逮
印
刷
者
の
み
出
坊
で
吉

二
千
阿
川
、
第
二
部
は
山
l

学
問
の
部
品
。

で
一
一
一
千
抗
。
務
第
一
四
月
間
少
年
マ
一

7
y
y

出
場
輯
望
著
は
、
見
附
台
目
体
育
大
会
(
ロ
月
刊
日
)

熔
内
の
市
教
育
議
員
会
部
背
諜
へ
捺
布
陣
二
部
少
年
マ
一
一
フ
Y
ン
志
田

一
月
二
+
臼
ま
で
申
し
込
ア
ん
で
ほ
(
孟
月
間
μ
日
)



「
沼
を
致
ん
だ
ら
運
転
じ
な
い
」
「
運

転
す
る
人
に
は
酒
を
散
ま
せ
な
い
」

ロ
査
す
っ
ば
く
し
て
い
っ
て
い
る
の

に
、
そ
し
て
交
逮
安
全
の
常
識
な
む
に

純
度
わ
ら
ず
溺
飲
み
滋
転
、
酔
っ
ぱ
る

い
運
転
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
。

と
と
し
に
は
い
っ
て
か
ら
平
塚
市
内

で
、
す
で
に
西
宮
人
を
替
え
高

E
フ
イ

パ
ー
が
溜
に
酔
っ
て
車
を
溜
転
し
、
事

故
を
起
こ
し
た
り
、
人
に
迷
窓
会
か
り

た
り
の
持
常
設
な
笠
議
ル
ー
ル
無
視
を

し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
酒
を
歓
ん
で
密
転
車
内
札
乗
V
9

と
と
も
危
験
で
、
も
ち
る
ん
謡
大
事
故

M
V
花
つ
な
が
る
。

車
壱
運
転
す
る
一
入
、
弓
転
車
花
乗
る

入
、
自
分
自
身
む
た
め
に
も
愛
す
る
家

族
白
た
め
托
も
、
歌
酒
運
転
は
絶
対
や

め
よ
う
。

年
末
年
始
、
ま
ち
ぐ
る
み
歌
的
運
転

治
放
連
薮
が
巽
脱
さ
れ
て
い
る
。
取
り

締
ま
り
由
晴
樹
察
官
と
交
通
巡
視
]
一
周
が
、

普
い
の
花
事
敬
訪
比
に
懸
命
だ
う
た
。

震
の
み
暗
躍
履
い
っ
せ
い
凱
り
蹄
ま
り
中
田
平
樺
畿
鞭
譲
受
議
岡
田

1忍(雨天中止〉

平塚蕗史認口 8符 201子集会

襲議と

務コース
1終電車君主}

、水筒、ゼニ

ー/レ致事担交遜霊童持参のこ

と
※くわしいとことは対数喜主体育課へ

{議31-306告〉

霊童その俄



M 蜘曲目_.‘

4
H
i・2
4
前
週
欝
態
は
、
銭
逓
尾

山
‘
汁
オ
リ
リ
ド
摺
貨
が
休
館
倒
だ
が
、

@
申
宋
単
抽
体
態
依
次
白
と
担
り
e

円

v
案
富
山
総
ロ
悶
け
習
(
市
心

か
ら
1
同
月

4
民
(
火
)
ま
で
。

マ
祝
日
体
鎗

1
月
日
白

開
こ
ど
も
棋
盟
会
へ
と
つ
そ

閉
山
害
問
則
的
一
一
一
階
ホ
?
ル

躍
し
鞠

(
校
内
川
百
六
十
一
席
)

で
は
、
今
月
も
次
の
よ
う
な
催
し
物

を
計
回
し
て
い
る
.
ぜ
ひ
、
ど
架
線

ぐ
だ
さ
い
@

マ
ス
テ
V
才
コ
ジ
サ
ー
ト
立
丹
時
A

B
S午
後
3
時
か
う

5
口

T
yク
合
通
部
“
“

マ
こ
ど
も
股
盟
会
ロ
月
四
日
〈
臼
〉

午
前
同
時
と
一
午
鳩
山
内
よ
時
四
二
回
上
一
段

「
陪
涯
の
剣
」

マ
ス
テ
レ
オ
コ

y
サ
:
ト
ロ
月
認

日

2
3
午
後
3
時
か
ら
。
「
ベ
ー

ト
!
ペ
ジ
受
容
曲
第
九
番
」

マ
ζ
ど
も
欧
盟
会

1
月
9
自
(
臼
〉

間
五
年
始
ぽ
飲
酒
の
日
明
会
が
多
く
、
伍
年
、
大
き
な
派
閥
を
一
生
ん
で
い
る
。
饗
寝
・
市
-

h
F
J

全
務
議
会
で
は
、
市
内
か
み
飲
酒
運
転
を
追
放
し
て
、
}
一
辺
「
え
で
も
ろ
い
た
い
と
、
パ
ト
守
i

ん
白
強

化
、
公
子
比
定
よ
る
パ
ジ
フ
レ
ッ
ト
作
戦
、
零
時
訪
問
作
戦
、
掃
人
に
よ
る
チ
↑

yj箆
布
作
戦
宝
展
開
、
歎
設
週
転
に

は
蹴
踊
副
主
義
で
の
ぞ
む
輯
曹
を
か
た
め
て
い
る
。
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公

吉
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苫

民
旭
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館
神
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日
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目
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江
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m
m
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瞳
ス
キ
ー
は
平
揮
か
ら

平
塚
駅
で
は
、

A

キ
1郊
樹

朝

日

i
a
:
:
，
平
摂
か
ら
上
越
沿

韓
ま
で
す
わ
っ
て
い
け
る
直
通
列
車

で
ど
立
ぞ
と
、
呼
び
か
け
て
い
る
e

ゆ
き
は
y
iズ
ン
の
一
月
八
日
か

ら
一
一
一
月
四
日
ま
で
保
体
日
の
郁
の
司

〈
土
曜
)
置
誌
で
、
か
え
り
は
一
月

九
日
か
ら
一
ニ
月
五
百
ま
で
毎
日
昨
日
運

転
で
平
環
炉
、

u上
越
沿
線
ス
キ
1
場

へ
ど
苔
↑
ぞ
@
列
車
は
A

叩
頭
指
定
席
mu

急
行
指
打
銀
嶺
主
号
。

φ
往
復
割
引
掛
金
・
運
賃
、
急
行
、

指
定
雨
仰
と
も
平
塚
か
ら
水
上
5
十一合

間
一
一
手
隙
↑
ー
一
円
、
車
塚
か
ら
十
縛
1

揖
出
世
議
民
間
…
二
子
二
百
八
十
円
。
平

塚
か
一
り
行
列
ihハ
日
前
問
一
一
一
千
凶
ぽ

間十一円。

マ
ゆ
き
よ
平
塚
出
品
時
間
同
分
茅
ケ
崎

お
時
貯
分
辻
堂
一
お
時
nu
分
i
勝
決

勾
時
応
分
i
式
船
ね
時
間
持
!
横
浜

n勝
目
刊
訂
i
山
川
崎
町
品
時
円
引
分
l
品
川

刊日待同四日刀
i
策
京
O
時
M
M
分
1
上
野

君
時
民
分
j
大
宮

1
時
間
州
労
l
氷
上

4
時
玲
分
1
潟
桧
種
4
時
訪
労
1
土

合
正
時
的
品
奇
1
土
簿
4
時
担
分
1
越

権
中
里
見
時
刊
日
分
i
出
荷
帰
服
ス
午
!
場

前
4
時
同
日
分
j
越
挽
湯
沢
4
時
片
山
分

の
取
り
扱
い
は
、
択
の
い

f
5り。

匂
取
引
制
申
し
込
み
、
名
川
崎

J

句
史
、

話
機
の
移
転
な
ど
の
法
文
は
十
二
月

二
十
九
日
か
ら
一
月
一
一
…
臼
ま
で
は
お

休
み
と
な
る
。

⑦
暗
唱
認
制
料
金
は
、
十
一
一
一
月
一
一
一
十
一
日

ま
で
平
自
ど
お
円
取
担
扱
主
党
一

同
月
一
日
か
ら
山
一
一
一
日
ま
で
は
お
休
み
。

③
電
報
は
年
末
、
年
始
と
も
平
日
ど

お
り
取
り
扱
う
。

な
お
、
移
転
な
ど
の
戸
占
文
一
は
、
混

み
合
う
の
で
与
る
べ
く
一
早
め
に
ノ
a

!
右
打
E
時
前
山
分
組
閣

輯
矯
再
開
障
が
ら
の
お
出
向
ら
せ

自笥

あるかろ、 がもちj という

!議授の「力、きの民 Jという ζ と_ _ 188 
よ至主主…正1.金需 :になり壬うだ。

R ルx.:jej ノ、口μ IT翌こ-_ると、入自sO、

落瀬槙百りへ〉は、引に(こしろ〉入部

年芸品貯の金自Ii日とぞって藷野 j、相j名λ;官よしととし刈¥皇族や

i 道がある。この遂の西、 111をへ;喜三族の氏や名生、役 ζ強すこ

; だててミ長持入部ミという地主主十とををして日ちしたものであ

がある。飯島の南東、友牛の北るという。

ii I花乙I位守E夜豆歪tし、 ひろい躍燦楚書耕f地であつ 長f持、与?入日J 二コ(は主ι、銃合.鷲E出白.

アたCが、 近匂吠叩、烹司Z引はlは志1す一つカか〉り住宅が建 宮跨3口.れ川IHう汁子主Zケ坪の小名が

ちならんでしまつアたζ心あ:むコ、さ さて

主抱の人々は、長持入部を「耕地で、 牢粁Fむ，ぷちなかつアたCと

E なカが3もちいりJρ内 J，ま主7た乙は「九む、り ころである。

i; ふJとよんでいる。付近には、 t つぎに、 i三上手入?記号、 「なが

[1 その本村という「銭持Jをはじもち・いI)_;_Jとよんだ場合は

1 め、 「入野〈い白)J I友午C; i入りふJ>入樋ていりび)1/)

5 ともうし)J i捷語草〈とくむぷ}転化と汚ノー也こともできる。 ζ

) J r校主g;(まつのぷコ J 久。こは、必点宅前れる金EiJUR:沿
!i 松仁ひきまつ)Jなど、人の名:った耕地才、市白プと肥沃なポ

!! からきたとr間つれる地名がつづ白地帯i'Jひろがっているから、

いている。 rながもちJ rとも'いずれこのあたりの地帯で、金

J rとく J iまつJ rひきまっ;回川の水会-Jiきいれなければな

J 1;:，どうも人名らu、。らぬ。入問(剖 門のことである

きて「長持入部」を「ながも;、「ながも治・いりベJか、 F 
ち@いりべJとよんだ場合は、 ながちち・いりふJか。入部 ζ

rながもちJという瓶入自名吾川、りベ〉のよつでもあり、入革連

i 怒した部飽仁かきベコと考えら:。、りふ〉の J二うでもある。

; れなくもないのである。部盛と: 入部の地名1去、平塚市内には

iJ は、上代翻の私惜のことで;こζ のゆで、伯:こみあたらない

! l警 伊

ii 

詰

立

〈
指
揮
百
聞
閣
)
で
、
持
州
開
設
活
一
日

教
笠
郡
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
今
月

は
「
緊
い
物
色
コ
ツ
」
で
士
。

マ
恒
巡
I・
A
1
M

山中

γ事
加
帝
担
者
は
、

一一一ヘ.

る
た
め
比
大
き
い
こ
と
を
喬
巧
よ

研
明
記
朋
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ζ
れ
は

鞍
出
再
編
白
日
げ
を
認
め
さ
せ
、
人
の
気
持
ち

絞
議
布
、
綴
っ
た
曹
関
か
ら
存
自
分
の
と
ζ
ろ
へ
察
め
た
い
と

こ
ん
な
子
ど
も
i

と
ろ
か
ら
で
る
も
の
。

自
分
で
し
た
こ
と
で
も
、
い
っ

と
う
に
自
状
し
よ
う
と
し
ま
せ
由
摘
耽
に
よ
る
ロ

y

ん
e

だ
ん
だ
ん
D
Y
M多
く
な
る
毅
が
手
本
曇
吊
す
も
の
で
す
。

み
た
い
で
心
配
で
す
。
家
族
り
両
親
の
都
合
の
惑
い
人
知
来
る
、
電

親
点
践
の
四
人
で
士
。
話
が
く
る
と

w
H

い
な
い
と
重
い
な

さ
い
“
仰
と
言
一
u
g然
と
苧
ど
も
が

!
な
ぜ
i

京
ね
る
も
由
。

ロ
ツ
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

i
ど
苔
し
た
ら
i

あ

り

ま

す

@

お

宅

の

お

子

吉

ん

の

①
懇
睡
に
よ
る
ロ

y

h

w
げ
胡
埠
車
場
合
に
は
②
①
が
あ
て

五
、
六
才
位
ま
で
の
南
品
糊
噛
府
樹
燐
謹
は
ま
る
と
一
患
い
ま
す
。

子
ど
も
は
、
自
分
匂

ω学
緩
級
機
ダ
子
ど
も
だ
か
ら
誌
が

の
中
で
措
い
た
こ
と
と
綴
湾
総
融
鉄
事
司
あ
っ
て
当
然
な
の
で
す

去
に
あ
っ
た
ζ
と
と
欝
録
制
制
緩
欝
そ
れ
を
警
な
し
に

の
佐
別
が
は
っ
き
り
し
嘱
謹
露
聾
怒
鳴
喝
し
か
り
つ
け
る
己
と
は

な

い

た

め

、

お

と

な

か

良

〈

な

い

ζ
と
で
す
。

ら
み
る
と
ロ
ジ
と
商
品
わ
れ
る
も
の
子
ど
も
は
銭
日
感
宮
町
し
て
い
る
り

で
す
。
啓
世
は
失
敗
が
あ
っ
て
逮

@
自
分
亭
守
る

p
y

成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

し
か
ら
れ
る
の
が
こ
わ
い
。
あ
ま
す
。
最
初
か
ら
完
成
害
れ
た
人

ど
が
己
わ
い
と
い
う
心
配
か
ら
つ
簡
は
い
な
い
は
ず
で
す
。
ぞ
れ
に

い
P
ぼ
く
で
は
な
い
、
わ
た
し
で
見
え
す
ぎ
た
ロ
ジ
で
あ
っ
て
も
、

は
な
い
'
と
、
自
分
奇
防
衛
す
る
子
ど
も
の
ζ
と
ば
を
聞
い
て
や
り

た
め
に
で
る
も
め
a

弔
』
持
ち
を
認
め
て
や
る
己
と
が
必

要
で
す
。
子
ご
も
を
苛
愛
い
が
る

@
見
栄
・
誇
授
の
ワ
Y

震
構
は
、
信
頼
の
上
に
立
っ
た
も

あ
り
も
し
な
い
も
由
を
あ
る
ぷ
の
で
あ
P
た
い
と
一
思
い
ま
す
。

ろ

に

雷

う

。

(

飽

単

打

田

〉

戸籍住民票などの議主主には数復興が

利用できます

審理隣地区{悶申告公民館) 58-0572 

減量基地区{滅路公民館) 55-1525 

金問地区〈金悶公民館) 31-2136 

笠 沼地区{豊田農協) 31-1526 

11草地区{鳩農協)31-2211 

金 沼地区{金呂公民館) 58-0101 

土沢地区{ごと沢農協) 58-0560 

紳沼地区(神隠重量昔話) 55一一∞ω

F 
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